
SSH活動レポート：SS科学技術実践・創造理数探究実践

SSH宿泊研修を行いました
2025年5月29日～30日 場所：茨城県つくば市各所

5月29日～30日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の授業の一環として、
SSH宿泊研修を実施しました。1泊2日で、茨城県つくば市を訪問し、各クラスごとに展示施設や研究所

で研修を行いました。訪問先はなんと12か所！

訪問先の施設一覧
①筑波実験植物園 ② 食と農の科学館 ③ 筑波大学 ④つくばエキスポセンター
⑤防災科学技術研究所（NIED） ⑥国際農林水産業研究センター（JIRCAS）
⑦高エネルギー加速研究機構（KEK） ⑧AIST-Cube ⑨ 地質標本館 ⑩地図と測量の科学館
⑪ JICA筑波 ⑫JAXA筑波宇宙センター

施設見学後は、宿泊施設で1日の振り返りを行いました。振り返りでは印象に残った3施設について、
100文字で記述しました。

生徒の振り返り（一部抜粋）

訪問先：防災科学技術研究所
振り返り：E-ディフェンスなどの人工的に地震を起こすことのできる装置を使って建物の耐震性などを

確かめるなどの地震対策をしていた。地震を観測する装置（水中）が東日本大震災の後から
増えていることがわかった。さらに、現在は南海トラフ地震の観測を目的として、南海トラ
フ側にも水中の地震を観測する装置の設置をしていることを知った。

訪問先：JAXA筑波宇宙センター
振り返り：筑波宇宙センターでは主にISSについて学びました。特に印象に残ったのは無重力空間にお

けるマウスの骨密度の変化の実験です。マウスだけでなく人間も無重力空間では骨がスカス
カになることを聞いて宇宙の恐ろしさを感じました。

訪問先： AIST-Cube
振り返り：特に気になったのは、水素バッテリーです。今実用化されている水素バッテリーは、水素が

空気中の酸素に触れることが原因の爆発などの危険性があります。そこで、産業技術総合研
究所では、TiFe合金（水素吸蔵合金）を使用したバッテリーの開発がされていて、実際に会
社のビルで試験運用されていて、さらなる運用が期待されているとのことでした。-1-

見学の様子 ＠つくばエキスポセンター

見学の様子 ＠地質標本館

専門的な研究施設をめぐる2日間！
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SSH宿泊研修事前学習
2025年5月23日 場所：1学年教室

5月23日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の
授業の一環として、SSH宿泊研修に向けた事前学習を実施しました。宿泊
研修では、茨城県つくば市を訪問し、JAXAやJICA筑波センターなどの先端
的な研究・展示施設を1泊2日で見学します。それに先立ち、生徒は見学先
の施設について事前に調べ、スライドにまとめて発表を行う学習を行いま

した。事前学習では、「見る人が理解しやすいスライドを作成す
ること」「自分の言葉で、相手の様子を見ながら説明するこ
と」の2点を目的として掲げました。

生徒たちは、担当する施設を決め、それぞれが1枚のスライドに情報を要
約し、視覚的にも分かりやすくなるように工夫しました。特に、高校生に
は馴染みの薄い専門用語が登場することから、それぞれのスライドには重
要な単語の意味を解説する欄を設け、聞き手が理解しやすいよう配慮しま
した。
スライド作成を通じて、生徒は情報を調べる力だけでなく、それを自ら

理解し、他者に分かりやすく伝える表現力の大切さを実感しました。例え
ば、「海外協力隊」や「Eーディフェンス」などの専門的な語句を、丁寧に
解説できるよう準備することで、内容の理解が一層深まりました。
発表当日は、生徒同士がグループを組み、各自が作成したスライドを1分

間で発表しました。発表中は、聞き手の反応を見ながら説明を調整するこ
とが求められましたが、実際には話すことに集中しすぎてしまい、聞き手
の表情を見逃す場面も見られました。また、重要な単語の説明を発表の最
後にまとめて話す生徒も多く、適切なタイミングでの補足説明が課題とな
りました。
このような事前学習の経験は、SSH宿泊研修後の事後学習に活かされる

予定です。事後学習では、実際に訪問した施設で得た学びや気づきをもと
に発表を行い、発表後には質疑応答の時間も設けられます。今回の課題点
を丁寧にフィードバックし、次回の発表に生かしていきたいと考えていま
す。
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発表の様子1
高校生活初めての定期考査最
終日の発表会でしたが、しっ
かりと準備を重ね発表するこ
とができました。iPadでのス
ライドの投影も問題なくでき
ていました。

発表の様子2
聞き手は発表者のスライドを
見ながら発表を聞きました。
発表を聞くことは、自分の発
表内容の改善にもつながりま
す。

生徒が作成したスライド

写真使用の許可が
ないため掲載不可

スライド作成、発表の力をつけます！
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SSH宿泊研修事後学習
2025年6月4日 場所：1学年教室

6月4日、1学年では「SS科学技術実践」および「創造理数探究実践」の授

業の一環として、SSH宿泊研修の事後学習を実施しました。
5月の宿泊研修では、茨城県つくば市にある研究施設などを12か所見学し

ました。研修終了後、撮影した写真を活用し、事前学習と同様にスライドを
作成しました。
事後学習の発表では、スライドを用いて1人1分のプレゼンテーションを実

施し、その後質疑応答を行いました。宿泊研修期間中、訪問先の施設で積極
的に質問する生徒がいる一方で、質問がほとんど出ない場面も何度か見られ

ました。そこで、質問を考えながら発表を聞く力を養うことを目指しま
した。
発表ではスライドを活用した丁寧な説明ができました。また、他の生徒の

スライドや発表を聞くことで、自身の取り組みを振り返る機会にもなりまし

た。本校は学校内外問わず、発表の機会が多い学校です。これからの学
校行事でも今回と同様の事前学習・事後学習を行うため、それまでにスライ
ド作成と発表の技術をさらに向上させていきましょう。
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発表の様子1

生徒が作成したスライド2

発表の様子2

生徒が作成したスライド1
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